
第１回 CS記録 

日 時：令和７年５月 27日（火）18:00〜19:30 

場 所：北海道長万部高等学校 芸術教室他 

参加者：18名 

運営委員 11名 

赤塚 顕爾 様、小野 雄二 様、亀田 純孝 様、岸上 尚生 様、北山 元 様、 

小林 隆弘 様、斉藤 和博 様、髙野 暢子 様、辰已 治典 様、竹内 謙 様、 

中野 美貴 様 

オブザーバー２名 

近藤 英隆 様、寒河江 孝之 様 

長万部高等学校５名 

土屋 靖雅 校長、樋口 智一 教頭、沢瀬 久美子 教務部長、 

松谷 良子 教務部副部長、山岸 みのり 教諭（地域連携担当教諭） 

 

全体会 18:00〜19:00 

辞令交付 

１ 開会の言葉 

資料確認 

会長選出 

２ 校長挨拶 

３ 学校概要について 

・高等学校配置計画地域別検討協議会 

 令和９年度までの計画（決定事項） 

 渡島学区の検討事項・課題 

 長万部中、黒松内中における進学者の状況 

 本庁が高校に求めること 

 本校における具体的な取組 

・取組の３つのポイント 

 （１）「知る・知ってもらう」 

 （２）「つながる・つなげる」 

 （３）「魅力化・特色化」 

・本校の取組の現状と今後について 

・今後に向けて 

 

 

 



４ 協議事項について 

 全体会では、生徒募集について協議を進める。 

 

５ 全体協議 

・オープンスクールについて、ポスターは貼らないのか？それで各生徒に伝わるのか？ 

 →貼っていない。長万部中学校３年生は全員参加 

・学校の数は減らないが、子どもの数は減っている。国や北海道はどう考えているのか？中

高一貫や八雲高校と一緒になる等の方法はないのだろうか？ 

 →地元から必要とされている高校かと言われると厳しい。長万部中学生が 30 人程いる

が、長万部高校への進学率は２割以下が現状。 

・昔は中学校の先生が生徒を振り分けていたが、今は中学生が自分で選んでいる。 

 →札幌に行く生徒は一家転住等で早めに動いている。 

 

６ 諸連絡 

 19:30まで部会で協議を進める。 

 配付資料を回収する。 

 

７ 閉会の言葉 

 

８ 各部会協議 19:00～19:30 

◎探究部会 

・地域連携部会と探究部会は活動している内容が似ているので、部会を一緒に開催した方が

合致するのではないか。 

・昨年度の総合的な探究の時間の授業での取り組みの成果として、東京理科大学へ、地域の

パンフレットを作製したものは、大変好評だったので、ぜひ、今後も継続して探究していた

だけると助かる。 

・東京理科大学から学ぶことも多いと思うので、色々な場面で、交流、連携することで、吸

収できることも多くあるのではないか。 

・理科大生と高校生が連携した探究を行うことも検討できれば良いのではないか。 

まだ、大学生も模索中ではあるが、話が進みそうであれば、高校生と連携もできたら良い

のではないか。（場所：元あまね茶房跡地） 

・あらゆる活動が一時的なものではなく、継続した活動になれば、良いのではないか。 

・様々な良い取組み、探究活動をしているので、小さな行事でも、ＮＨＫや北海道新聞など、

あらゆる報道関係者に連絡をして、長万部高校の楽しさや良さをＰＲ・宣伝すると生徒募集

にも繋がって、良いのではないか。 

 



◎地域連携部会 

・地域の方主催のイベントに高校生・理科大生が共催として参加し、ゼロから一緒に企画を

考えて実施したい。企画力の向上や理科大生の考え方を肌で感じることに繋がり、教育効果

があるのではないか。（具体的に：ゴミ拾いイベント「ナゾヒロイ」の提案） 

・中高連携部活動について、各校の部活動の内容が異なっているのが気になる。 

・8 月９～11 日の飯生神社のお祭りで、「長万部高校」の幟を持って神輿の行列に参加し

てはどうか。（夏季休業中なので神社から学校にお願い状を出し、有志が参加。1日 3500

円程度の手当が出る。） 

・町の文化祭のステージに出演してほしい。（現在は総合文化部が展示で参加） 

・飯生神社で定期的に雅楽の演奏を行っている。部活動や教科の一環として一緒に練習し、

町文化祭で披露すると良いのではないか。 

・毛がにまつりで高校をアピールしてほしい。 

・様々なところで高校生が頑張っているが、指定ジャージやクラス T シャツだと印象に残

りづらい。地域活動の際に着用する長万部高校固有のユニフォーム（Tシャツ、法被等）が

あると地域の方々の印象に残り、学校のアピールに繋がるのではないか。 

 

◎学力向上部会 

・豊浦町には高校はないが、シュタイナー学校、町営塾がある。 

・地元の中学生が 30 人卒業して 5 人しか来ないのはマイナスである。部活動や学力で私

立等に進学するのは仕方がない。卒業後の進路は伊達開来に行っても長万部高校とたいし

て変わらない。 

・部活動だけではなく、習い事でも頑張りたいっていう子もいる。昔は長万部高校から一発

で北大に合格した人もいた。 

・学力だけではなく、人間性も磨いていかないと社会に出てから潰れてしまう可能性があ

る。地元の子の方が社会性があると感じる。 

・オープンスクールでも、黒松内の子がスクールバスを求めているなら公用車を出してもい

い。 

・中学校の進路の先生を集めて説明する機会があればいいのではないか？ 


